
し
た
世
澗
の
中
統
五
年
三
二
六
四
)、

三
等
九
甲
の
戸
等
制
と
鼠
尾
簿
に
も

と
づ
く
差
畿
の
科
徴
が
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
戸
等
制
に
つ
い
て
は
、
元
が
中

園
本
土
に
支
配
を
扱
大
し
て
行
く
過
程
に
お
い
て
、
宋
代
戸
等
制
支
配
を
綴
承

し、

あ
ら
た
な
郷
村
支
配
を
展
開
し
て
行
っ
た
側
面
か
ら
も
、
捉
え
な
お
し
て

み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

戸
等
は、

事
産

・
了
。琵

・
気
力
産
業

・
田
の
多
寡

・
税
制恨
の
多
寡
等
に
も
と

づ
い
て
、
上
中
下
=
一
等
に
分
け
ら
れ
、
和
一雇

・
和
買
・
一
切
の
雑
吃
差
役
、
更

に
は
、
助
回
や
種
蒔
の
法
の
賦
課
に
ま
で
適
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
戸
等

と
も
ろ
も
ろ
の
差
授
と
の
釘
際
関
係
、
鼠
尾
簿
作
成
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
宋

代
郷
村
の
戸
柑一寸制
支
配
と
関
連
さ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。
戸
等
と
賦
課
針
象
と

の
劉
際
関
係
は
、
宋
代
の
よ
う
に
は
明
確
で
は
な
い
が
、
元
代
で
も
一
定
の
劉

府間関
係
が
確
認
出
来
る
。
江
西
で
は
、
里
正

・
主
首
の
笛
役
基
準
は
税
椴

一
石

以
上
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
他
、
弓
兵

・
獄
卒

・
砥
候

・
曳
刺

・
舗
丘
(等
に
つ
い

て
も
、
三
石
|
一
石
、
二
石

l
一
石
、
一
石
|
0

・
五
石
等
、
首
税
額
基
準
で

賦
制
体
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
税
椴
額
と
戸
等
と
の
針
際
関
係
も
考
え

て
み
た
い
。

「
吐
蕃
」

「
羊
同
」
の
名
稀
に
つ
い
て佐

藤
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「
吐
蕃
」
と
い
う
語
が
何
を
潟
し
、
何
を
意
味
し
た
か
は
現
在
不
明
で
あ

る
。
河
o
n
r
r
E
は

ω
g
L
Z
ι

(高
い
チ
ベ

ッ
ト〉

の
音
謬
と
し
、
最
近
、

山
口
瑞
鳳
氏
は

「
r
o
司

r
E宅白

(
南
の
チ
ャ

l
族
)
の
音
訳
と
し
た
。
し
か

し
こ
れ
ら
は
共
に
、
「
吐
蕃
」
な
る
語
が
唐
に
停
わ
る
中
間
に
吐
谷
海
が
介
在

し
た
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
。
恐
ら
く

「
吐
蕃
」
は
吐
谷
海
の
中
央
チ
ベ

ッ
ト

に
削
到
す
る
呼
稽
で
、
そ
れ
が
唐
に
侍
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
叉
「
羊

同
」
も
吐
蕃
の
西
に
あ
る
と
云
わ
れ
る
が
、
ギ
ャ
ン

ツ
ェ
中
心
の
ツ
ァ
ン
地
方

を
指
し
て
い
る
に
相
違
な
く
、
大
羊
同
園
は
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
中
心
地
得
、
小
羊
同

闘
は
シ
ガ
ツ
ェ
中
心
地
帯
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
賀
は
吐
谷
海
語
を
介
在
さ
せ
て

は
じ
め
て
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
閤
名
、

種
族
名
は
直
接
的
の
み
で
な

く
、
リ
レ

1
式
に
侍
わ

っ
た
場
合
、
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

曾

-149ー

告

近
来
の
諸
経
費
高
騰
の
た
め
、
本
誌
の
刊
行
が
き
わ
め
て
困
難
な
欣
況

と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

就
き
ま
し
て
は
、

木
容
合
費
を
左
記
の
如
く
暫
定
的
に
改
定
致
し
ま
す

の
で
、
御
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

暫
定
曾
費

(年
間
)

二
、
五
O
O圃

長

奮

二
、
0
0
0
薗

曾
費

ハ年
間
)

事
情
御
賢
察
の
上
、
今
後
と
も
、
従
来
に
倍
す
る
御
支
援
、
御
協
力
を

賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

東

研

洋
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